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雄性 C57BL/6Jマウス(WT)と eNOS-KO マウス(血管内皮障害モデル)を用いて腎動静脈を 45分
間クランプし、IRI モデルを作成した。タダラフィル投与群には処置 60 分前にタダラフィル
(0.5mg/ml)を 0.2ml 経口投与した。クランプ直前に Albumin from Bovine Serum を用いて血流




再灌流直後より糸球体へ好中球が trap され、3 時間後には尿細管腔内及び周囲への浸潤を認め
た。24 時間後の観察では好中球が尿細管周囲毛細血管叢を約 3µm/min でローリングする過程
を捉えることができた。糸球体への好中球集積は eNOS-KO マウスでより顕著であり、両群共
にタダラフィル投与により有意な集積の減少を認めた。好中球の flow cytometry においても腎
組織への好中球浸潤の減少を認め、組織学的評価においても尿細管障害の軽減を認めた。
【結語】
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